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1． 取組対象組織・活動 

◆組織の概要 

 

➀ 会社名及び代表者 

         富山データー機器サービス株式会社  

                代表取締役  桑山知子 

②  所在地   本社   富山市八町 5542 

太陽光発電 富山市押上 57  

                                    

③  環境管理責任者および担当者 

         責任者 代表取締役  桑山知子 

         担当者 経営管理部門 中村あゆみ 

                ＴＥＬ 076-435-5667 

                メール soumu@toyama-data.co.jp 

        

       ④  事業内容 

            電気通信設備工事業・情報通信関連サービス業  

           

 

      ⑤  事業規模     売上高 75,720 千円（202２年 9 月） 

                   社員数 1２人 

                   延べ床面積 271 ㎡ 

                   敷地面積  1884.11 ㎡ 

 

       ⑥  事業年度    10月度～9 月度（9月 21 日～9 月 20 日） 

 

◆認証登録の対象組織・活動 

       

      ➀  登録事業者名   富山データー機器サービス株式会社 

 

       ②  活動拠点     本社    富山市八町 5542  

  

       ③  活動       電気通信工事、システム保守、MFP（複合機）保守 
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2.  環 境 経 営 方 針 

 

   今世紀末には地球温度は 5.8 度上昇し北極圏の氷が無くなり、地球の自然環境は大きく変貌する

ことが予想されます。私達の子孫に、限られたこの地球の資源を大切に守り、この豊かな生活環境

と恵みある地球の環境保全に努めなければなりません。 

富山データー機器サービス株式会社は、地球温暖化や地球資源の枯渇化を認識し、省エネルギ

ー・資源の節約・廃棄物の削減などに配慮した企業活動を推進し、地球環境の保全、及び環境負荷

の低減、改善を図ります。 

 

 

1. 環境関連の法規制、条例、協定などを尊守します。 

 

2. 事業活動において環境負荷の低減と環境改善を図るために、以下の事項について重点的に取り

組みます。 

① 事業活動に伴う産業廃棄物の削減に努め、リユース・リサイクルの向上を図ります。 

② 事業活動に伴う二酸化炭素排出量と排水量の削減に努め、省エネルギーと省資源を図りま

す。 

③ 化学物質の削減と適正管理について数値目標は掲げずに、目標は無駄に使用しないために、

在庫や保管場所を明確にし、適正管理を行います。 

④ 環境に配慮した工事の施工工法に努めます。（騒音低減・振動対策・エコ部材の使用など） 

⑤ お客様の機器やシステム等の障害に、迅速な対応でダウンタイムの短縮を図り、お客様の

環境保全に努めます。 

⑥ グリーン購入を推進します。 

 

3. 環境経営方針を社内周知徹底し、また環境情報提供などで、社員の環境意識向上を図り、環境

保全活動を進めます。 

    

 

 

 

                         制定月日  平成２０年１１月 １日 

                         改定月日  令和２年 １１月 １日 

                        富山データー機器サービス株式会社 

                          代表取締役 桑山知子 
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3.実施体制図および役割・責任権限表 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桑山知子 

代表取締役 

・環境方針の制定 

・環境システムに必要な資源の準備 

・環境システムの全体の評価と見直し 

・環境システムの実施報告 

・環境システムの確立、実施、維持するための処置 

・環境管理責任者の任命 

 

 

 

中村あゆみ 

環境管理責任者 

 

環境管理事務局 

 担当者 

・全員参加による環境活動の運用と改善を推進する。 

・環境システムの教育、訓練計画実施責任者 

・環境活動の運用と改善を推進する 

・環境システムの実施状況報告 

・エコアクション２１認定取得に関する諸手続き担当 

・法規のチェック、尊守状況の確認 

 
保守・工事部門責任者 

事務部門責任者 

中村あゆみ 

・現場ごとの環境計画の策定と実施 

・ガソリン、軽油の環境使用量削減の推進 

・廃棄物排出量の削減推進 

・環境に配慮した施工工法推進 

・リユース、リサイクルの推進 

・事務所における環境計画の策定と実施 

・電気・灯油量の削減推進 

・紙（コピー用紙）使用料の削減 

・リユース、リサイクルの推進 

・グリーン購入推進 

 

黒川智康・細川英晃 

松田 浩一 

 

現

場

部

門

責

任

者 

 

 

糀

屋

岳

人 
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４．環境経営目標（中期） 

項目 単位
基準年

17年

2018年

実績

2019年

実績

2020年

実績
単位

2021年

目標

2022年

目標

2023年

目標

2024年

目標
電気による

CO2削減
Kg-Co2 4,895 5,073 3,760 4,135 Kwh 10,266 10,245 10,225 10,205

太陽光発電によ

る
Kg-Co2 42,449 42,449 43,936 47,298 Kg-Co2 35,714 35,714 35,714 35,714

化石燃料による

CO2削減
Kg-Co2 24,077 23,081 23,975 29,497 ℓ 9,370 9,351 9,332 9,314

廃棄物

リサイクル率
％ 66.0 55.6 64.7 39.7 ％ 66.0 66.0 66.0 66.0

水道水使用量の

削減
㎥ 49 32 46 47 ℓ 49 49 49 49

環境経営目標（中期）

 

 

※2021 年より 化石燃料の値はガソリン・軽油のみ 

 

 

 

 

 

※使用電力の二酸化炭素排出係数  

0.473kg-CO2/Kwh（富山電力）を使用（目標値・実績値 2022 年 9 月度まで） 

0.456kg-CO2/Kwh（北陸電力）を使用（実績値 2022 年 10 月度～ 

※化学物質は使用しておりません 
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5．202１年度 環境経営目標と実績 

2021 年度

項目 単位 目標値 実績値 達成率 評価

電気 kwh 10,266 8,982 114% ○

自動車燃料 ℓ 9,370 7,042 133% ○

灯油 ℓ 把握 180

ガス Kg 把握 5.8

CO2総排出量 Kg-CO2 ‐ 21,230.8

太陽光発電による

CO2削減量
Kg-CO2 42,449 47,333 112% ○

収支CO2排出量 Kg-CO2 -26,102

産業廃棄物の

リサイクル率
％ 66.0 73.3 111% ○

水道使用量 ㎥ 49 45 109% ○

環境目標と実績
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6．2021 年度 環境経営計画 

 

 

方　針
目標
数値

設定項目
担当
責任者

達成手段

使用電気の削減 こまめな消灯（電気、MFP,PC)

室内温度管理 石油ストーブと扇風機の併用で冬場の適性温度設定に勤める

灯油
基準値の　-0.

２％
使用量の削減 総務 適正温度の徹底

ガス 基準値の維持 使用量の削減 総務 使用頻度の削減

効率よく訪問するルート計画・乗合の徹底

車両点検のバディ制度取り入れ（車内３S・適正空気圧）

汚れのひどいものとの分別

洗濯時の止め忘れに注意

節水型トイレタンクに改修

紙類
リサイクル

分別の徹底 稲野 社内で使用する紙は裏紙使用、各自クラウド活用し使用枚数を減らす

金属
リサイクル

分別の徹底 中野 分別し廃棄物を減少させる。また、無駄な廃材を出さない。

一般ﾌﾟﾗ 分別の徹底 糀屋 分別し廃棄物を減少させる。

可燃ごみ 一般廃棄物の削減 糀屋 分別し廃棄物を減少させる。

ダストBOX 分別の徹底 中野 廃棄物が減少する様、使用部材を考慮する。

工事部門（***） 細川 在庫、使用量を把握/使用成分の確認

保守部門
（クリーナー）

飯田 在庫、使用量を把握/使用成分の確認

３S活動 飯田 作業室（中）の整理整頓を実施する

お客様の環境保
全に努める

糀屋 作業時には周囲に配慮する

交通安全 中野 定期的な啓蒙を実施する。

ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進 総務 在庫を確認してから購入、ｸﾞﾘｰﾝ購入に勤める。購入量の把握

工事 糀屋 再生資源の積極的利用に取り組む

二酸化炭
素排出量
の削減

化石燃料

基準値の　-0.
２％

ガソリン・
軽油

基準値の　-0.
２％

総務

分　類

総排水量
の削減

基準値の維持 節水

廃棄物の
削減とリ
サイクル
率の向上

廃棄物
ﾘｻｲｸﾙ率
総排出量の
70.4％

電力

水

燃費向上・
過積載禁止

化学物質
化学物質
使用量の
把握

年間使用量の把
握

その他数
値化でき
ない活動

その他

総務

糀屋
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7．202１年度 環境活動評価および見直し 

 

 

 

 

8．環境関連法規の違反・訴訟等の有無 

⚫ 環境関連法規への違反はありません 

⚫ 遵守事項における当社での評価も問題はありません 

⚫ 関係当局より違反の指摘、客先・近隣住民等からの苦情等の指摘はありません 

⚫ 施工した現場において、建設リサイクル法・廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき

適正に処理を行いました 

 

 

 

 

 

 

 

方　針
目標

数値
設定項目

担当

責任者
達成手段 評価 次回取り組み

使用電気の削減 こまめな消灯（電気、MFP,PC)

室内温度管理 石油ストーブと扇風機の併用で冬場の適性温度設定に勤める

灯油
基準値の　-0.

２％
使用量の削減 総務 適正温度の徹底

ガス 基準値の維持 使用量の削減 総務 使用頻度の削減

効率よく訪問するルート計画・乗合の徹底

車両点検のバディ制度取り入れ（車内３S・適正空気圧）

汚れのひどいものとの分別

洗濯時の止め忘れに注意

節水型トイレタンクに改修

紙類

リサイクル
分別の徹底 稲野 社内で使用する紙は裏紙使用、各自クラウド活用し使用枚数を減らす

可燃ごみ 一般廃棄物の削減 糀屋 分別し廃棄物を減少させる。

一般ﾌﾟﾗ 分別の徹底 糀屋 分別し廃棄物を減少させる。

金属

リサイクル
分別の徹底 中野 分別し廃棄物を減少させる。また、無駄な廃材を出さない。

ダストBOX 分別の徹底 中野 廃棄物が減少する様、使用部材を考慮する。

工事部門（***） 細川 在庫、使用量を把握/使用成分の確認

保守部門

（クリーナー）
飯田 在庫、使用量を把握/使用成分の確認

３S活動 飯田 作業室（中）の整理整頓を実施する

お客様の環境保

全に努める
糀屋 作業時には周囲に配慮する

交通安全 中野 定期的な啓蒙を実施する。

ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進 総務 在庫を確認してから購入、ｸﾞﾘｰﾝ購入に勤める。購入量の把握

工事 糀屋 再生資源の積極的利用に取り組む

化学物質

使用量の

把握

化学物質
年間使用量の把

握

前回指摘のあった、倉庫内の塗料や
溶剤の整理整頓が進みました（使用期
限切れのものの廃棄や定位置）

今後もこの状態をKeepしていきましょう

その他数

値化でき

ない活動

その他 引き続き、委員会活動の停滞が見受
けられます

改めて、委員会活動の内容を精査し、
特に３S及び車両管理を含めた交通安
全に取り組みましょう

洗濯基準のマニュアル化（掲示などの
工夫）で誰もが同様の節水ができるよ
うに取り組みます。

廃棄物の

削減とリ

サイクル

率の向上

廃棄物

再資源化率

100％ 今期は業務停滞で社内に滞在してい
る社員が多いことを逆手に、必要のな
い機器在庫（FAXや部品取りのMFPな
ど）を処分した結果、廃棄量は増加しま
した

整理整頓が進みましたが、今後も無駄
の削減の一環として、定期的に社内在
庫の整理整頓を進めていきましょう

ﾘｻｲｸﾙ率

総排出量の

70.4％

総排水量

の削減
水 基準値の維持 節水 総務

上期は4ℓ削減、下期は目標値同量と
いう結果で、下期目標同数値だった要
因として、使用方法の共有化に課題が
残りました。

一枚多めに着用したり、扇風機の併用
など対策を講じながら適正な温度設定
で節電に取り組む

化石燃料

ガソリン使用料が－2,328ℓと大幅減と
なりましたが、工事延期や中止などか
ら今期は売上も大幅ダウンとなり、コロ
ナによる影響を色濃く受けたことが大
きな要因です。そのため状況が違う基
準年との使用料比較はそぐわないもの
になってしまいました。

経済活動が再開した22年度の結果を
基準年とし、売上高に対する排出量に
変更する必要があります。

ガソリン・

軽油

基準値の　-0.

２％

燃費向上・

過積載禁止
糀屋

分　類

二酸化炭

素排出量

の削減

電力
基準値の　-0.

２％
総務

1667Kwh削減と目標に対し１９％達成
率がUPしましたが、I2気候により電気
使用量が増えた月が夏と冬にありまし
た。



9 

 

９．代表者による全体の評価と見直し 

２１年度は 20 年度と比較して Co2排出量 12,516Kg_削減しました。今期は売り上げも過去最

低を記録するなど、コロナ渦での停滞が色濃く出たため、事業活動そのものが少なかったことが

最大の要因です。受注量が少なかった分、避難訓練の内容の拡充や不要在庫の処分など、普段取

り組めなかったことに着手できたことは評価されます。また、稼働と比例するガソリン・軽油使

用料は 5461ℓ削減した半面、社内に在籍している時間が増えエアコンの使用頻度が高くなり、

電気使用量は４７４Kwh増加したこと。車両管理をはじめとする委員会活動は昨年度同様、マン

ネリ化に課題が残りました。 

来期は大幅に受注量が回復することが予測されておりますが、１０年以上取り組んできている

Co2 削減の取り組みを継続させていくことと合わせて、更新を予定している社用車を高燃費車に

するなど、さらに環境負荷軽減に取り組んでまいります。 

環境レポートの周知に関しては現在ホームページ掲載に向け修正をかけています。 

with コロナ、after コロナの影響により基準がずれてしまったこと、もあり、当初予定していた

21 年度で売上高に対する排出係数で目標再設定を予定していましたが、２２年度は目標を継続し、

22 年度以降は 21 年度を基準とし売上高に対する Co2 排出比率を目標値に再設定します。今後

も全社で環境経営をはじめとする目標管理に取り組み、組織強化を進めてまいります。 

 

   

◆富山県中小企業家同友会の環境部会をはじめとする団体で環境経営への学習を継続して行いま

す。 

◆化石燃料消費の取組において、バディ制度を採り入れ毎月の一斉車輛点検を実施記録、又各自

のサービスカー燃費を公開し、エコドライブ 10のへの啓蒙を図ります。 

◆電力消費について、冷暖房の温度管理を徹底するとともに運用マニュアルを活用し、適正な運

用に努めます。 

◆環境に配慮した工事施工に関しては、物件ごとに発注者様の施工計画を確認し、環境対策や再

生資源の使用促進と副産物の処理方法に準拠した工事を推進します。 

◆環境経営責任者並びに各担当者がＰＤＣＡを回し、月次定例会議で進捗を確認していきます。 

 

 

202２年１０月１日 

                         富山データー機器サービス株式会社 

                         代表取締役 桑山知子 

 

 

 


